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千葉県嶺岡山地から有孔虫の発見

1.まえがき

千葉県房総半島南部を東西に走る嶺岡山脈が太平洋

に迫る所に鳴川の市街がある.国鉄房総画線は鴨

川駅からこの嶺岡山地をトンネルで通過し館山駅に

向って南下している.嶺岡山地が太平洋に接する付近

を国道128号が通っている.この国道は幅員が狭いう

えに地すべり地帯を横断しているのでその保守には

絶えず苦労している.このために近年進められてい

る国道改良工事に際し嶺岡山地をトンネノレで通す計画

が立てられた.このバイパス嶺岡トンネノレ(2車線)

は国鉄嶺岡トンネノレの西側に約100m離れてほぼ平行

する形で計画された.この掘さく工事は昭和46年!!

月に開始された.しかしこの付近は名だたる地す

べり地帯でありかつその主要な岩石は土木業界で

もっとも恐れられている粘土質蛇紋岩と膨脹性泥岩であ

るため僅か延長725mのトンネルの完成は昭和48年3

月で実に17ヵ月を要した難工事であった(鈴木･吉日ヨ･

竹林1973).

筆者は掘さく開始当初からトンネル内の地質状態を

観察する機会を得た.この地層は古来嶺岡層鮮とも

保田層群とも言われ時代不詳である.今回このト

ンネノレ内の泥岩から相当多数の浮遊性有孔虫と底生有孔

虫を発見した.この有孔虫鮮の存在からトンネル内

の地層はBmw(1969)による分帯N6～N7すな

わち早期中新世に属することが判明したので本誌を通

じて参考までにご報告したい.

2.嶺岡山地の地質の概要

房総半島の大半は新第三紀の堆積岩(火山性のもの

も含めて)からできている.鴨川漁港から西方へ嶺

岡山浅間･愛宕山を経て房総半島の西海岸の勝山町に

至る東西に延びる山地の地質層序は下位から上位へ

嶺岡層灘･保田層群･佐久間層灘などに区分される.

このうち下位に当る嶺岡層灘は著しく榴曲した珪質

頁岩を主とし溶岩･岩脈･岩株状の玄武岩や凝灰岩を

随伴するとともに蛇紋岩･斑れい岩校との超塩基性～

塩基性深成岩類や閃緑岩が所々に小岩体として分布す

る.

この嶺岡山地は大きな複背斜の軸部に断層てずり

上った地塁を代表するもので地質学者はこの地帯を

吉田善亮

丹沢一嶺岡隆起帯とも丹沢一嶺岡構造帯とも呼んでい

る.小池(1957)はこの山地を丹沢一葉山一嶺岡隆

起帯と呼び松田(1962)によって丹沢山地北方の関

東山地に連続するものと考えられている.

嶺岡山地は多くの地質学者によって研究されてきた

が各地層は断層によって分断されて地層分布の追跡

･対比が困難でありしかも嶺岡層群･保田層灘からは

僅かに放散虫･有孔虫と貝化石の産出が知られているだ

けの無化石に近い地層であるためにこの両層灘の地質

時代を決定するに居る事実をつかむことかできなかった.

その上嶺岡山地は全般に露出が断片的であることと

構造運動と深いかかわりのある有数の地すべり多発地帯

であるので断片的の露出から岩相による地層区分を行

なわざるを得ないなどの理由から地質分布を明らかに

することは困難なようである.

3.地形と地すべり

トンネル付近は標高100並足らずのなだらかな丘陵

性地形を示す.稜線をはさんで北側の鴨川側斜面にも

南側の曾呂川側斜面(江見側)にも多くの地すべり地

形が認められる.とくに南側では稜線直下に1次滑

落崖をもって階段状に曾呂川まで地すべりが発達して

いる.鴨川側斜面にも小規模な地すべり地形が各所に

見られる.ところで鴨川側の坑口から15m地点(以

下トンネル内の地点は鴨川側の坑口を基点とする)地

表下8mの個所で地すべりによって巻き込まれた埋れ

木が採取された.C14による年代測定の結果この埋

れ木は5,320±!00年(B.P.1950)前のものであるこ

とが判明した(学習院大学木越教授の分析による).

このトンネル付近を含めて嶺岡山地には多数の地

すべりカミ分布するがこの埋れ木の年代から推定される

ようにか在り長い地すべり滑動の歴史をもっているの

である.このようた地すべり現象とあいまってトン

ネノレ付近の地質の的確な判断は一層困難になる.

4.トンネル内の一号眉

トンネル線付近の地表踏査による地質分布を第1図に

示した.ただし鳴川漁港付近の地質は兼平(1968)

によるものを基にした･10本の試錐の資料を加味して

トンネル中心線の地質断面図を第2図に掲げた.以下�
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策2図をもとにトンネルの地質を説明しよう.

トンネノレ沿いに発達する岩石類の大半は著しく破砕

され葉片状ないし鱗片状の岩石になり粘土質になっ

ている.これらの間にはブロック状あるいは角礫状

の原岩が残っている.原岩としては泥岩･砂岩･凝

灰質砂岩･玄武岩･蛇紋岩などが区別される.しかし

これらの岩石はかなりの区間にわたって不規則に混じ

り合った状態を示す.以下それぞれの岩石の産状につ

いて述べる1

泥岩一砂岩:一泥岩および砂岩は全般に著しく鱗片

状化および粘土化を受けている.とくに泥岩は粘土質

で淡青灰色･灰色･暗灰色を呈し鏡肌がよく発達し

て鱗片状になりやすいいわゆる膨張性泥岩である.X

線解析による粘土鉱物はモンモリロナイト･イライト

･モンモリロナイトｰイライト混合層鉱物･クロｰライ

トなどである.一般に無層理であるがごくまれに層

理面が発達することがある.

砂岩は青灰色または黄褐色の中粒･塊状･無層理の岩

石である.110m点の地表や130m付近に比較的まと

まって分布する.170～230m点間の所々に径1～2

mの角礫状の砂岩岩片カミ断層によって泥岩中に取り込

まれているがこれは全体カミ鱗片状化している.また

200～300m点間の泥岩とした部分には砂岩･泥岩の互

層よりなる部分があるが破砕作用のために互層の状態

は著しく乱されている.

凝灰岩:一酸性の砂質の凝灰岩は嶺岡山地の尾根

部にややまとまって分布するがトンネル内では420m

付近に僅かに分布するだけである.
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策1表千葉県国導128号バイパス嶺岡トンネル産天然ガス成分表

試料�遊離ガヌ(1)�蛇紋岩中�泥岩中の

成分��のガス(2)�ガヌ(3)

メタン�%88.26�ψ2.463�〃■㎏O.O06

エタン�コ.96�O,023�O.0006

プロパン�O,77�O.Ω23�0.OΩ06

イソブタニ/�O.08�O.O09�Ω.0006

ノルマルブタン�Ω.03�O,O04�O.0000

イソペyタン�O.01�O.ΩOO�O.0000

ノルマルペンタン�O.002�O.000�0.0000

酸素�0.43��

チッソ�8.46��

炭酸ガス�Ω.OOl��

計算加トkO皿■㎡�87.57��

㊧①380m点蛇紋岩体申から突出する遊離ガス

②上記地点からO.5m離れた地点

③180㎜点

玄武岩:一玄武岩は鴨川側の坑口近くにやや塊

状の岩体として発達しているが他の大部分は幅員数m

の小範囲に産出するに過ぎない.ときには径数｡mの

円襟として他の岩石中に紛れ込んでいる.嶺岡山地の

尾根近くを走る林道からの調査ボｰリングでは約26㎜

の玄武岩(黒色玄武岩質凝灰質頁岩を含む)のコアを採

取しているカミこの玄武岩はトンネルまで連続してい恋

い.これら玄武岩は一般に暗褐色～暗緑色を呈する.

玄武岩は鴨川港防波堤で見られる枕状溶岩や付近の採

石場で見られる岩株または岩脈として産出するものと同

じものである.また幅員数｡m～1㎜の岩脈状を呈し

特徴ある赤褐色岩石カミ他の種々の岩石中にあるいは

各岩石の境界面に沿って分布する.これは葉片状ある

いは鱗片状化し粘土質で多くの場合この中に玄武岩

片や粘土質蛇紋岩(緑色)を伴っている.このような

混合は破砕運動に伴って行なわれたものと考えられる.

肉眼で赤褐色を呈するのは褐鉄鉱･赤鉄鉱の色である.

赤褐色粘土質の部分のX線解析による粘土鉱物はすべ

てモンモリロナイトである.緑色粘土が混合する場合

にはこのモンモリロナイトの外に蛇紋岩源のアンチゴ

ライトカミ混在する.したがってこの赤褐色粘土質岩

は土木施工に際し膨張性地山の性質が顕著であった.

ただしこの特殊桂粘土質岩は地質図に記入していな

レ､.

蛇紋岩1一蛇紋岩は塊状･葉片状･粘土質の3つ

の岩相に分けられるが大部分は葉片状粘土質蛇紋岩で

ある･地質図にはすべて蛇紋岩とした.

塊状蛇紋岩は42～73m点間付近だけに分布するが

部分的に破砕され葉片状化や粘土化を受けている,

図上で蛇紋岩とした区間には玄武岩･泥岩･砂岩など

の大小の他の岩片や赤褐色粘土質岩脈を混在している.

はんれい岩･角閃岩などの超塩基性岩は380～400m

間付近の葉片状蛇紋岩中に小ブロックまたは角礫とし

て見出されるが地質図ではすべて蛇紋井中に含めてい

る.

5.天然ガス

トンネノレ掘さく中380m地点の蛇紋岩体申から可

燃性ガスの突出があった.この遊離ガスの外蛇紋岩

と泥岩の岩石中のガス分析を実施した(分析者石油資

源開発KK).ガスクロマトグラフ分析結果を第1表に

示した.その結果を見ると:一

(1)遊離ガスはCH｡～C.H､｡まで検出され千葉県内に産出

するガスとしては特異である.

��

��

��

ガス組成から見れば石油性ガスであるがイソブタン/

ノルマルブタンの比は2.6と高い値を示す.裏目本にお

ける石油'性ガスのこの比が一般に1より小さいのに比べる

とトンネル産出のガスはやや異たった組成のガスであ

る1

泥耕中に含有されるガスは約O.0081n1/kgとごく微量で

あるがガス噴出地点付近の蛇紋岩中に約2.5m1/kgの

可燃性ガスが検出された.従ってこの泥券はガスの根

源母岩とは考えられないし蛇紋恭は単なる貯留崇の役割

をなしているに過ぎない.

換言すればトンネルの泥耕と異質で地下深部にある別

の泥岩を根源母層としこれから供給されたガスが断層

破砕帯に沿って上昇し蛇紋井を貯留若とした石油性天然

ガスであると考えられる.

6.地質構造

泥岩･砂岩･凝灰岩などの堆積岩の走向はおおむね

東西傾斜は北部では南方に南部では北方に傾斜する.

蛇紋岩･玄武岩の分布はおおむね東西の方向性を示し

北半部では南に南半部では北に傾斜する.またこ

れらの岩石は断層や断層破砕帯で互いに接しておりそ

の方向性は岩石の鱗片状化･粘土化の方向性と同じ方向

でおおまかに見れば東西性を示す.断層破砕面や鱗

片状の傾斜方向は鴨川側と曾呂川側とで異たる.地

質断面図に示すように鴨川側坑口から430m点までの

区間は南傾斜であり430m点から江見側坑口までの区

間は北傾斜を示している.狭い意味の断層も同じ傾

向のものが多く鱗片状化や粘土化作用の終最段階で

のずれの結果カミこのような断層になったと見てよい.

これと直交{)しくは斜交する断層が見られるがこの�
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ような断層は最末期に形成されたものである.

以上述べたようにトンネノレ付近の稜線の

北側と南側に分布する堆積岩類はその鱗片

状化の傾斜方向が違っていても同一岩相を

示し北側と南側との地層は異校る地層群

に属するものとは到底考えられない.蛇紋

井･玄武岩体の分布状態や各種の岩石が互

いに大小の岩片や角礫となって混入している

状態も南側でも北側でも全く同じである.

第2表千葉県国道128号バイパス嶺岡トンネル産有孔皿一覧表

7.有孔虫の検出

トンネル付近の地質について河井(1957)

の詳細な研究がある.河井によれば北半

部450m点までは嶺岡層弾に属し南半は保

困層灘の古房層(保因層鮮の下部を古房層

上部を高鶴山層に区別している)に属するも

のとしている.一方畑井(1953)･千葉県

地質図(1959)だとは全区間にわたって嶺

岡層灘に属するものとした.しかし筆者が

すでに述べたようにトンネノレの北半と南半

とは同じ地質状態であって2つの地層灘

に区別することはできないし標式地の嶺岡

層鮮と同一の岩相は見出されない.むしろ

保田層鮮の岩相と類似しているなどの点から

トンネノレの地質区分は河井･畑井のいずれに

も賛成しかねる.

そこで筆者はトンネル内の任意の地点で

砂岩･泥岩を採取し微化石分析を実施した.

試料採取地点は第2図に検定した微化石を

第2表に掲げた.すでにトンネルはコンクリｰトで厚

く覆工されてしまい採取地点は永久に目の目を見るこ

とがたいのでwashedsamp1e1009当りめ種別個体数

も併せ記載した.

地点(m)�o『�○つ�H�岨�寸�o�㊦�帥�oo�o�㈹

徴化石�①�マ�①�oo�岨�⑩�①�ト�ト�o､､�岨

�N�寸�寸�ω�ω�旧�旧�血�ω�岨�㊤

浮遊性宥孔虫�����������

¢庁～ω土帆口sp.���38�2�������1

ジ.woodi���7��������

9.肌粋ル刷"⊥ωん���8��������

¢･伽他山σルバp.(九山ん)���4��������

･桝舳舳π"苗μ…ん舳㎜���3��������

¢"卿↓皿沁世皿↓｡〃蜆���3��������

9,sp.�����������ユ

底生有孔虫�����������

ゐ仰･iμ肋･p.2��3�32�2�34�7�2�10�2�1�8

3･sp.b���21�11�12�1�ユ�1��1�2

6μ日朋㎜↓刀也･p.ヨ���ユ8��.1��6�7��1�4

���戉��������

C.μ"乱B･ady�2����������

(i.｡帆〃ル九Brady�1����������

Cル〃舳･え伽榊〃伽Cf.〃〃〃邑���84��5������41

C.sp.罰���44����ユ����3

�獰�����㌉�����

肋沙〆仰舳ル･sp.��工�6��2������

�獰��������

∮獰倮������

"一Cf｡ω叩榔"〃���22��������1

ノ回以hσ〃↓Jルω帆伽帆i』���32�4�17�1��1�1��5

!桃㎜｡〃汕恥rmasp.���20�2��2�4�9�36��7

汎甘沁㎜五㎜sp.���6�2�������

8脈"ルsp.���4��ユ������

砕↓舳工房榊"帆肌｡f､｡甘㎜戸川〃���8��������1

ノ㎜俳必〃山･p･?���18�3�������

9〃"伽sp.���16��������

篶μ仙i㎜sp.���1��������

α房州〃似sp.���2������2��

ム〃"㎜sp.���ユ�����1���

〃ル･ん肌"凪?sp.���1��������

ノJ肌己･戸σ叩〃〃仙�������1�1���

凶洲〃上㎜凸sp.���������1��

0ル〃甘杣〃↓』批π必岬岨ん』����������1�

放散虫���R�A�������R

前述のようにトンネル内の岩石は強く鱗片状化を受

けているせいもあってこのようた岩石から検出された

有孔虫化石灘の保存状態は必ずしも良好とは言い難い

ものが多く正確な種の同定はかなり困難な場合があっ

た･しかし次の浮遊性および底生種の外放散虫も発

見された.鑑定は石油資源開発新保久弥理学士および

東北大学高柳洋吉助数授による.

第2表に示すように491m点から比較的多量の浮遊

性有孔虫一αoろな〃舳sp.･G.ωoo".σαηg〃5肋刎一

5〃ω肋の外にGZoろ紐伽｡漉5sp.(加Zo加3)･αo-

5紅ブ加伽〃肋αηαなどの特徴種が検出された.535m

点･663m点からも僕がながら浮連性有孔虫を検出す

ることができた.また底生有孔虫では肋¢伽5ψ0刎

sp.･qy6加刎伽加αsp.･α%?伽炉｡刎｡〃θ3cf.θηoZ1〃α･

批μψんηα罫㎜o〃θ3sp.･Moκ加｡肋6πα60刎刎α刀みなど

の砂質種を主体としG〃｡赫ηαsp.･Hψ腕56ηαsp.

･αあ〃ゐ∫sp｡･0ブ〃｡附〃伽〃〃ろ｡ηα肋3･MθZo加5ク｡一

ηψ"0肋5枚どの石灰質有孔虫も僅かながら随伴する.

しかも浮遊性および底生有孔虫の種および個体数のもっ

とも多く検出されたのは49!m地点の同一サンブノレか

らである.また有孔虫は泥岩から検出されているが

無化石の泥岩もあった.砂岩からは検出できなかった.

さてこれらの底生種の保存の悪い一部のものは首

第三紀～白亜紀?の疑いのもたれる種一Φcz舳刎加α

･p･･肋伽曲0れsp･一を混在している.一方底生種

のMα"η0腕"αω榊舳加∫はトンネノレ内の各地点か

らかなりの個体が発見される.この底生有孔虫は

白亜紀には全く存在しない種である.しかも中新世

～漸新世の長い地質時代に属する種カ茎多く含まれている.�
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以上のように検出された有孔虫化石群には時代の

レンジの長い種のものが多いので地層の時代を決定す

るような特徴種か少ない.また化石群の保存状態も

良好とは言えたいこともあって種の同定にも不確かな

点が残されるものもある.②6Z〃〃刎加αsP.や肋伽一

泌0ηsp.のように古第三紀～白亜紀?の疑いもある種

が存在する一方これとともに白亜紀には存在しない

"6"η0腕"α60刎〃吻{3の多数の底生有孔虫が同一

のサンブノレに混在して発見される事実からトンネル内

の地層は白亜紀に属するものではなくて少祖くとも第

三紀に属するものと断定できる1

また中新世～漸新世にわたる有孔虫の種がかなり存

在することととくに491m点から時代決定にもっと

も信頼性のある浮遊性有孔虫一α0ろ敏･伽伽舳ク･伽α

α0陸θ伽0肋5切Z0ろ〃5だとが検出されることから

換言すれば浮遊性有孔虫と底生有孔虫の種とその混合

とからBL0w(1969)の浮遊性有孔虫によるN分帯の基

準にしたがってこれらのサンプルの地質時代はN6-

N7に対比される.したがってトンネノレ内の堆積岩の

時代は早期中新世と決定することができる.よって

筆者は嶺岡トンネノレに分布する地層を“鴨川層"と命名

したい･したカミって保岡層群は少なくとも鴨川層に

対比され早期中新世と同定される.保田町に分布す

る標式的保田層群およびその相当層からこのトンネル

のように多種多量の有孔虫発見の可能性があると考え

られるのでこの点今後の研究課題となろう.

8一保田層群･嶺岡層群からの化福

嶺岡山地を構成する嶺岡層灘･保閏層群･佐久間層群

から知られている化石の産出について述べよう.この

うち佐久間層灘の下部は佐久間層と呼ばれるがこれか

ら多くの有孔虫が知られており工物ゐ･ツ6伽α･〃0馴一

が加αなどの産出からBLw0の分帯のN8-N9に属

するものであることカミ権かめられている(井上･中世古

���

保田層群からの有孔虫としては捌伽0η0ゐ鮒〃spp.

･Gツグ棚舳･曲小脇ブ励･肋ZZα･･〃伽η{･･Φ･狂

刎刎加α･p･･0ブ伽･吻･1･肋･･p｡･D…〃α･p.･GZ･一

ろ｡肋Z{〃加αα〃叱〃α勿･Cブ伽伽か｡〃工｡5ゐ3cf.α,oZ砿α

だとの中期中新世から漸新世にわたる長いレンジの化石

種カミ僅かながら知られている.

一方ん6Zαzかガ6Zoηg励α･yo脇αZ伽ゐあ伽Y0K0-

Y畑A･Pぴ抄Zo刎α加38ん06郷ゐ(YoK0YA凪)･Po〃伽"α

τりα伽θ{などの浅海型貝化石群が産出することから小

池(1957)は保田層群は後期漸新世～早期中新世と考

えた･また煩井(1953)は保胃層群よりM6伽α〃ろ4

･C･η･ん･･θZθ伽舳肋･ル･1･炉･砂1･械αブ{伽1∫･

ルグ肋ωん0ろθん㈱むなどの化石の産出を述べ保岡

層灘を後期漸新世の時代であるとした.

福田(1964)は関東平野の地質発達吏からみて保田

層灘は三浦半島の葉山層灘に対比されるので早期中

新世とし三裂(1968)も同様に葉山層群に対比してい

るが底生有孔虫のために時代を同定するには不充分で

あると指摘している.いずれにしても佐久間灘と不整

含関係にあるので保田層灘は佐久間層欝より古く早

期中新世あるいは早期中新世～漸新世であろうという考

え方が一般的であった.

嶺岡層群は保困層鮮と断層関係で接しているものの

岩相から前者は後者より古期の地層であることは間違い

ない.嶺岡層樺からの化石の産出は保困層群より一

層貧弱である.近藤(1965)は嶺岡山レｰダｰ基地

付近の珪質頁岩から海百合の化石と僅かな個体の有孔

虫巧昭｡w功θブ〃Z{o(Sch1omberger)?.Rsp.g〃

ηg〃Z06〃伽α･p･を凝灰岩からは海百合と放散虫の化石

を発見しほぼ上部ジュラ紀以降と考えられるだけで

時代を確定することはできないとした.また千葉県自

然研究会の編集者(1969)は嶺岡山浅聞の東北に当る

白滝神社境内にある白滝という滝の所に露出する石灰質

ノジュｰノレから有孔虫と放散虫が発見されることから

嶺岡層群は古第三紀の堆積物と推定されるようになった

と報じている.

一方小池(1957)は房総半島の嶺岡層鮮は赤石山

地南部の瀬戸川層群の岩相や堆積環境と著しく似ていて

両者はほぼ同時代の地層と考えられるとした.瀬戸川

層灘上部の天徳寺層からHo〃〃ψo伽肋6版(MS)･

!吻0Z0クψん0r〃3sp､(cfr.8晩ηg'θブ{)･C0η〃53α刎63ん壬〃1α{

(MS)･8砂工ψブsp.･工伽α3舳孤ん伽α{(MS)･ル刎｡一

ω械舳sp一などの早期漸新世の貝化石灘が暗緑色石

灰質凝灰岩から産出すると報告している.静岡市横山

における同様な岩相からかつて"360収伽α(ξ)と思

われる化石が報告されまた同属中にB･y0･0aや小型

有孔虫も多く含まれている.ここでとくに注目すべき

ことは塩基性火山砕屑物や火山岩の存在である.す

なわち西南目本外帯の四万十累層に属する地層は火

山物質を含まないのが特徴であるが瀬戸川層群上部や

嶺岡層群のなかには暗緑色凝灰岩や玄武岩の枕状溶岩

が爽まれている.いわゆるグリｰンタフの火山活動に

先き駆けた塩基性火山活動の存在を示している.いず

れにしても静岡県から房総半島にかけて太平洋外帯

を取りまく瀬戸川層群と嶺岡層灘の堆積環境や塩基性岩

を伴うなどの点が金く類似していることから小池は嶺�



目35一

間層樺は早期漸新世に対比される可能性が強いと論じた.

9.閃緑岩･結晶片岩の絶対年数

トンネルの鴨川側坑口から東方O.5たm離れた心厳寺

の境内に閃緑岩の好露頭が見られる､これは少量の黒

雲母を伴う角閃石閃緑岩(中性斜長石An42)である.

K-Ar法による絶対年数の測定(測定鉱物斜長石K

=0.41%)の結果14百万年の値を得た.分析は東北

大植田教授による.この閃緑岩(鳴川閃緑岩)は東西

に500皿その幅員は最大100㎜追跡される.この岩体

は蛇紋岩および鴨川層泥岩と断層で接触する.

嶺岡山地はトンネノレの東方1良mの鴨川漁港で太平洋

に落ち込み弁天島･荒島･雀島などの島女や岩礁とな

って点在する.これらを連ねて漁港の防波堤かつくら

れている.この防波堤の中央部で結晶片岩を観察する

ことができる.島は角閃石片岩･ザクロ石･石英片岩

･黒雲母片岩などでできている.この結晶片岩につい

て兼平(1968)が詳しく論じている.しかしこの

論文を発表した時点では結晶片岩の絶対年数測定は完

了していなかった.兼平の採取した黒雲母片岩のK-

A･法による絶対年数(測定鉱物白雲母K=5.64%)

は植岡教授の分析結果38百万年の値を得た.植田

教授･兼平助教授のご厚意によりこの未発表資料を引

用させていただいた.

10.蛇紋岩の貫入時期と嶺岡層群の時代

保田層灘･嶺岡層群と不整合関係にある佐久間層灘の

基底礫岩層の礫は古生層･保田層灘の岩石が多いカミ

蛇紋岩の円礫や黒雲母片岩･角閃岩･花筒岩･ホルン

フェルスの礫も点在する(井上･中世古1951).保岡

町吉浜･江尻に分布する佐久間層群の基底礫岩層の礫と

して蛇紋岩･超塩基性岩･片岩･閃緑岩･花筒岩･ホ

ルンフェルスの礫を伴っている.このことから蛇紋

岩などの超塩基性岩の貫入は佐久間層堆積以前保田

層灘堆積以降とみなしている(小池1949).

蛇紋岩狂どの塩基性峯類は嶺岡層鮮･保田層灘を貫

いているが中原層(佐久間層相当層)を貫いていない

としている(畑井･三位1953).一方鮫島(1950)

は蛇紋岩は嶺岡･保田･佐久間の各層灘を貫き中新

世末期の豊岡層に被覆されているのでその貫入は後期

中新世であると考えている.

以上のことから蛇紋岩の貫入は保田層灘堆積後で

佐久間層灘堆積前に行なわれ佐久間層灘の基底礫岩層

の礫としての供給源となる.一部ではさらに佐久間

層灘を貫いて中新世末期の豊岡層堆積前に貫入したの

で蜷紋岩は少なくとも2回にわたって貫入したことを

物語っていると考えられる.

さて鳴川結晶片岩はその変成度がきわめて高く

三波川結晶片岩形成時代とは明らかに時期を異にし古

第三紀に形成されたことはもっとも注目すべきことで

ある.一方地下深部からずり上ってきたと考えられ

る蛇紋岩体中に結晶片岩の岩片カミ捕獲岩として産する

ことが嶺岡山地の各地から報晋られている.このこ

とから高変成度の鳴川変成岩層が嶺岡山地の地下深部

に存在しずり上ってきた蛇紋岩の捕獲岩として各所に

見出されたり場合によっては鴨川漁港のように結晶

片岩層自体が大岩塊として地下からずり上ってきたも

のと考えることができる.嶺岡山浅間や白滝神社周辺

に分布する標式的嶺岡層灘の岩石はごく微弱な動力変

成作用すら全く受けていない.鳴川変成作用は嶺岡

山地全域に及んだものと考えるべきである.しかも鴨

川変成作用の時期は38百万年前であるのでこの原岩は

始新世～白亜紀または古生代のものとなる.前者の時

代に属しかつ塩基性岩もしくは超塩基性を随伴する

ような地溝は太平洋外帯には知られていないことから

変成岩の原岩は古生代のものである可能性が強い.

したがって鴨川変成岩形成期を考慮に入れると変成

作用期以後に堆積した地層のうち最も古い地層は当然

嶺岡層弾となるだろう.蹄川変成期を示す時代は概

ね始新世末期か漸新世初頭に該当することから始新世

末期頃の広域変成造山期の後の漸新世時代の地向斜に嶺

岡層灘が堆積したと考えられる.換言すれば結晶片

岩形成期などの間接的資料を考慮することにより嶺岡

層灘の時代は漸新世の可能性カミでてくる.しかも小池

が指摘したように早期漸新世とされる瀬戸川層群に嶺

岡層灘が対比されるとしたことを併せ考えれば嶺岡層

灘は鳴川結晶片岩形成後の堆積物であり漸新世である

可能性が強い(第3表).

以上述べたことから丹沢一嶺岡構造帯の嶺岡山地の

構造発達史を概観すると極めて狭い帯状の地帯に造

山期と地向斜期が極めて短い周期をもって繰り返しか

つその変動振幅が極めて大きかった特異な地帯である

と言える.構造発達史を要約すると次のようになる.

��

��

��

��

��

進111期

地向斜期

造山期(推定)

地向斜期

造山期

始新世末期頃鳴川結晶片岩の形成.

片岩の絶対年数38百万年.

漸新世.嶺岡層群の堆積.

後期漸新世～早期中新世初頭.

早期中新世.鳴川層(N6～N7)

およびその相当層の保田層群の堆積.

早期中新世の末期.蛇紋岩貫入.

鴨川閃緑岩活動(絶対年数14百万年)

カミ続く.�
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層対比表
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N9�屑�佐��

���

lllllll､/�久���
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N7�trijobusノ�I��
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�■�保��

■�一�N6�uniCaVa�■

�帰�■�1日�

一世�一'一'■■���

N5�屑���

'�期�'一`■一■��

N｣�群���

���

���

�断���

N3�屑���

���

漸�一1一一■���

N2�嶺���

新�岡���

�屑���

�群���

世����

始�38.���

新�鴨川結晶片岩���

■世����

(6)地向斜期

中期中新世～後期中新世.佐久間層

緯の堆積(佐久間層N8～N9)

後期中新世.蛇紋岩貫入.

中新世末期.豊岡層の堆積(N!5～

丱��

地層は鳴川層と対比されるので保田層灘は早期中新

世と同定される.

一方全く推定の域を出なかった嶺岡層群の時代は

鳴川結晶片岩形成期以後であって漸新世である可能性

が強いことが判明した.また嶺岡層灘は太平洋外帯

を取りまく四万十累層の上部層である瀬戸川層(早期漸

新世とされている)と対比することが出来る.

終わりに断えず御指導を賜わった千葉大学兼平助教授･北海

道立地下資源調査所鈴木守博士に深､く感謝申上げます.御多

忙中にも拘らずデｰテングをして裁いた東北大学植田教授有

孔虫鑑定に御協力を戦いた東北大学高柳助教授･石油資源開発

KK新保理学士の御厚意に感謝の意を表する.また調査に際

し種々便宜やご協力を裁いた千葉県鳴川土木事務所の係官の方

々同じ勤務先の清水建設KK金岡工事課長･山木主任･小林

主任･大塚義之理学士･竹林亜夫理工学士･宮本武司理学士の

各位にも厚く謝意を表する.

(筆者は元所員現清水建設)

(7)局部的造山期

(8)地向斜期

11.おわりに

鴨川市近くの嶺岡山地を貫くバイパス嶺岡トンネル掘

さく工事中に地質構造の複雑と化石不毛のために時

代決定に至っていない地層からかなり多種多量の浮遊

性有孔虫と底生有孔虫とを発見することが出来た.こ

れら有孔虫化石灘からトンネル内の地層は早期中新世

(Bmwの分帯N6～N7)と決定されたのでこの地層

を鳴川層と名付けた.従来から保田層群と称せられる

:新刊紹介1

地下水･温泉の分析

最近の分析は機器と技術の進歩によって超微量の分析

が容易になると共にその値カミ目常生活の根底と深いか

かわり合いを有することが明らかとなった｡一方化

学分析は分析すべき物質が微量であればあるほども

っとも基本的操作であるサンプリングの方法に厳密さが

要請されその適不適が分析結果の意味を大きく左右し

あるいは徒労となる場合も起りかねない･

本書はこの意味で時誼を得たものであり地下水･温
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泉研究者に有益であるとともに深い示唆を与えるもの

である.全体は地下水と温泉の2編からなり地下水

については本島氏温泉については益子･甘露寺両氏

の執筆である.それぞれについて地球科学的概要試

料採取保存前処理分析と系統的に記述を行ない現

場に即した実際的で親切丁寧な手引きをした上で最後に

分析値の処理に及んでいる.

本書はフィｰルドワｰクシリｰズ水編の一部をなす

ものであり同シリｰズとして湖水海水雨水上水

井戸水工業用水鉱山･工場廃水下水･し尿などの

各編が刊行中である.

本島公司･益子安･甘露寺泰雄著
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